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第１章 「複数課題プログラム」の概要 
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（複数課題プログラムの目的等） 

プログラム名 宇宙産業プログラム 

上位施策名 

①「未来投資戦略 2017、2018」（平成 29 年 6 月 9日、平成 30年 6 月 15 日閣議決

定） 

②「宇宙基本計画」（平成 28年 4月 1日、令和 2年 6月 30日閣議決定） 

③「成長戦略 2019」（令和元年 6月 21日閣議決定） 

④「宇宙産業ビジョン 2030」（平成 29年 5月宇宙政策委員会決定） 

⑤「エネルギー基本計画」（令和 3年 10月 22日閣議決定） 

⑥「環境エネルギー技術革新計画」（平成 25年 9月総合科学技術会議決定） 

⑦「エネルギー・環境イノベーション戦略」（平成 28年 4月総合科学技術・イノベ

ーション会議決定） 

担 当 課 室 経済産業省製造産業局宇宙産業室 

目   的 

宇宙安全保障の確保、宇宙を推進力とする経済成長とイノベーションの実現な

どのため、宇宙活動の自立性を支える産業・科学技術基盤を強化することが必

要。 

我が国の宇宙活動の自立性を維持していくため、民生分野の優れた部品・技術

を活用して人工衛星等の低コスト化、高性能化、短納期化を実現すると共に、

様々な産業における衛星データの利活用を促進する取り組みが重要。 

上記の観点から以下の事業を実施。 

① 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（SERVIS プロジェクト） 

② 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業

費 

③ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業

委託費 

④ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費 

⑤ 衛星データ統合活用実証事業費 

類   型 複数課題プログラム / 研究開発課題（プロジェクト） / 研究資金制度 

実 施 時 期 2007年度～2023年度（16年間） 

評 価 時 期 

事前評価：- 

中間評価：2008、2011、2015、2018、2021年度 

終了時評価：2024年度 

執 行 額 

(百万円) 

2016年度 2017年度 2018年度 219年度 2020年度 総執行額 総予算額 

1,748 1,646 2,722 2,533 2,440 25,294 25,612 
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１．本事業の政策的位置付け/背景 

我が国の安全保障や経済社会における宇宙システムの役割が大きくなっており、この傾向は更

に強まると見込まれる。こうした中、宇宙活動は従来の官主導から官民共創の時代を迎え、広範

な分野で宇宙の利用による産業の活性化が図られてきている。さらに、宇宙探査の進展により、

人類の活動領域は地球軌道を越えて、月面、更に深宇宙へと拡大しつつある。宇宙は科学技術の

フロンティアとして、また、経済成長の推進力として、ますますその重要性を増しており、我が

国の経済成長にとっても宇宙が大きな推進力になり得る。 

また、小型・超小型衛星のコンステレーションの構築が進み、宇宙産業のゲームチェンジが起

こりつつある。我が国の宇宙機器産業はこの動きに遅れを取りつつあり、関連技術も急速に進歩

する中、我が国が戦後構築してきた宇宙活動の自立性を維持していくためには、産業・科学技術

基盤の再強化は待ったなしの課題である。 

こうした状況の中、経済産業省では本プログラムにより、民生分野の優れた部品・技術を活用

して人工衛星等の低コスト化、高性能化、短納期化を実現すると共に、様々な産業における衛星

データの利活用を促進することで、国内の宇宙産業の基盤を強化することを目指している。  

 

２．当省（国）が実施することの必要性 

 人工衛星などの宇宙システムは、我が国の重要な社会インフラであり、国の責務として戦略的

な研究開発を行い、宇宙産業基盤を維持・強化することが重要。 

人工衛星の開発から打ち上げ、運用には多額の費用と極めて長い期間を要することに加えて、

宇宙機器・宇宙用部品は、宇宙空間という特殊な環境下で使用されるため、非常に高度な技術や

高い信頼性が求められる。民間事業者が開発段階から全ての事業リスクを負担するのは困難。 

一方、宇宙空間のような極限環境に使用可能な技術・製品は、他産業分野への応用も可能であ

り、広い波及効果が見込まれる。このため、国が基盤技術の研究開発について主体的に取組み、

他産業への転用を積極的に促していくことが必要。 

また、技術革新を背景として衛星画像等の衛星データの質・量が抜本的に向上しており、幅広

い分野での活用が見込まれる。しかしながら、衛星画像解析に特殊なソフトウェアが必要である

ことなどの理由により、利用は限定的。宇宙利用の裾野を拡大し、宇宙産業全体を活性化させる

ために、衛星データを幅広く活用できるような開発・利用環境基盤を国が整備することが必要。 
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３．複数課題プログラムの内容 

① 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（SERVIS プロジェクト） 

自動車用部品など、我が国が有する他分野の優れた技術等を活用し、低価格・高性能な宇

宙用部品・コンポーネント等を開発し、人工衛星やロケット等の低コスト化を実現する。ま

た、我が国として注力すべき宇宙用部品・コンポーネント等の開発を支援し、我が国の宇宙

活動の自立性の確保及び宇宙機器産業の発展を実現する。 

 本事業では、以下の開発等を実施している。 

 民生分野の技術を活用した部品・コンポーネントの事業化の際に求められる、宇宙空

間での信頼性確認のため、軌道上実証への支援 

 ロケット打上げサービスの低コスト化、高機能化、短納期化等による国際競争力の強

化を目指し、我が国の優れた民生部品・民生技術を活用した、性能及び価格に優れた

機器及び部品、並びにその製造や運用技術の開発 

 開発した部品・コンポーネント等の市場投入を支援するため、各種試験のワンストッ

プ化や軌道上実証機会の拡充に向けた取組 

 

② 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費 

HISUIは、既存のセンサに比べ、スペクトル分解能が格段に高く、より高い精度で宇宙空

間から地表の物質の識別が可能なハイパースペクトルセンサである。既存の資源探査用セン

サ ASTER（バンド数 14）に比べバンド数が 185と多く、例えば資源探査に必要な鉱物の識別

能力では、10種類程度から 30種類程度の特定が可能となる。 

本事業では、目標性能を達成した HISUIハイパースペクトルセンサを国際宇宙ステーショ

ン（ISS)に搭載し、地球陸域を観測しデータを蓄積するとともに、取得されるデータを用い

て利用実証を行い、宇宙用ハイパースペクトルセンサの有用性を検証するなどの宇宙実証を

行うことを目的とする。 

さらに、今後蓄積されるデータをより多くの国内ユーザ等が利活用し、エネルギー資源や

重要資源鉱物のサプライチェーンの安定供給の確保のみならず、地球温暖化対策への貢献な

ど地球規模の環境問題への貢献の他、多分野での効率的・効果的なデータ利活用の実現を目

指す。 

 

③ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託費 

将来の新エネルギーシステムとして、昼夜や天候に左右されず電力の計画的供給が可能な

宇宙太陽光発電システム（ＳＳＰＳ：Space Solar Power System）の実現が期待されてお

り、これまで、我が国はもちろん、海外においても、様々な検討や技術開発が行われてき

た。 

本事業では、宇宙太陽光発電システムの中核的技術であるマイクロ波無線送受電技術に係

る研究開発を実施し、当該技術の高度化を目指す。 

 

④ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費 



6 
 

技術革新や新規参入企業の増加等を背景に、宇宙由来の様々なデータの質・ 量が抜本的

に向上しつつあり、これら宇宙由来のデータと他の地上データが組み合わさったビッグデー

タに AI 解析技術等を適用することで、多くの課題に対しソリューションを提供していくこ

とが期待されている。衛星データは、地球規模での環境を捉える環境衛星データを中心に研

究機関には多くのデータがオープン＆フリー化されているものの、ビジネスで利用されてい

る陸域観測衛星データの産業利用は限定的である。理由としては、①ユーザからのリクエス

トベースで有償によりデータの標準処理の上、提供している点、②データ量が膨大で、一般

ユーザのコンピュータではハンドリング が困難な点、③解析にあたり高価なソフトウェア

が必要な点、等といったことが挙げられる。 

そのため、本事業では政府衛星データ等のオープン＆フリー化を進めるとともに、ユーザ

フレンドリーなデータプラットフォームを基盤インフラとして整備等することで、ビッグデ

ータの 1つとしての衛星データとその他のデータを組み合わせて利用するアプリケーション

事業者の創出を促す。 

 

⑤ 衛星データ統合活用実証事業費 

宇宙産業は転換期を迎えており、平成 30 年度から実運用される準天頂衛星システムや小

型衛星コンステレーション等により、宇宙由来の様々なデータの質・量が抜本的に向上して

いた。こうした中、これら宇宙由来のデータと他の様々な地上データが組み合わることで、

様々な産業分 野における課題に対し、ソリューションを提供していくことが期待されてい

る。 

こうした取り組みによる宇宙利用産業の拡大の重要性は「未来投資戦略 2017」や「宇宙

産業ビジョン 2030」でも謳われており、様々な課題にソリューションや産業競争力強化に

つながるアプリケーションビジネスの創出が非常に重要となっている。 

特に近年では、衛星データやそれ以外のデータを一つのデータプラットフォーム（以下

「PF」。） 上で様々な解析ツール等を用いながらアプリケーションを創出する動きが進んで

おり、我が国としてもこうした PF 活用型アプリケーション創出の観点が重要となってい

た。 

こうした状況を踏まえ、我が国の宇宙利用産業の拡大に向けて、民間企業等によるアプリ

ケーションビジネス創出を加速する観点から、衛星データとその他の地上データと組み合わ

せたアプリケーションの開発・実証を進めるものであった。 
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４．複数課題プログラムの実施・マネジメント体制等 

各事業では、外部有識者等により構成される委員会を設置。同委員会を毎年度開催し、研究開発

計画や実施内容に関する評価や助言を受けている。 

同委員会からの指摘事項を研究開発計画や実施内容などに反映し、マネジメント体制を確保して

いる。 

さらに、各事業は宇宙基本計画工程表に反映し、宇宙政策委員会等に取組状況を報告している。 

 

 

５．事業アウトプット 

① 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（SERVIS プロジェクト） 

 

② 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費 
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③ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託費 

 

④ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費 

 

⑤ 衛星データ統合活用実証事業費 
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６．事業アウトカム 

① 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（SERVIS プロジェクト） 

 

② 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費 

 

③ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託費 

 

④ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費 

 

⑤ 衛星データ統合活用実証事業費 
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７．事業アウトカム達成に至るまでのロードマップ 

 各事業における事業アウトカム達成に至るまでのロードマップは以下の通り。 

 

 

８．費用対効果 

各事業の費用対効果は以下の通り。 
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第２章 複数課題プログラムを構成する「研究開発 

課題（プロジェクト）」の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下の各事業については、資料７－２～７－８に記載しております。 

① 宇宙産業技術情報基盤整備研究開発事業（SERVIS プロジェクト） 

② 石油資源を遠隔探知するためのハイパースペクトルセンサの研究開発事業費 

③ 宇宙太陽光発電における無線送受電技術の高効率化に向けた研究開発事業委託費 

④ 政府衛星データのオープン＆フリー化及びデータ利用環境整備事業費 

⑤ 衛星データ統合活用実証事業費 

 


